
Ishikari um ibe - olo
gy

石狩海辺学

＋北の自然史最前線！石狩海辺学

＋北の自然史最前線！

5/12（土）10:00～16:00

ウ ミ ベ オ
ロ ジ ー 北海道自

然史研究
会の

一般公開
です！

日時 :
場所 :

※1時間の昼休みと10分間の休憩あり

市民図書館視聴覚ホール

→2つの言葉「umibe（海辺）」＋「 -ology（学問）」から成り立っています！
海辺は、海と陸との境界線。 

境界線では、いろいろな“もの”が出会い、さまざまな“事件”が起きます。
海と陸、さらには川、空、動物、植物、人間…さまざまな海辺の出会いを考えていきます。

特別
講座

定員:一般25人（先着順）※このほか研究会会員も参加します    費用:200円（資料代）
申込期間:5月1日（火）～9日（水）  申込・問合せ:いしかり砂丘の風資料館　 　62-3711

自然豊かな砂浜に生息する希少なクモ。
石狩浜にも生息するが…。

海浜特有の希少なスミレ、
はまなすの丘は北限の大群生地。

最近は石狩浜でも外来種の
セイヨウオオマルハナバチが増えている？　
生態系のバランスが懸念されています。

初夏の石狩湾に発生する珍しい現象。

融雪プールに生息する小動物。
世界でも石狩と青森でしか発
見されていない。

体長２m弱のイルカ。石狩浜に漂着することが多い。
日本で 100年ぶりに見つかった、
希少な海浜性きのこ。

春の海岸林に無数にできる、
雪解け水の沼。

プラス

「ウミベオロジー」って何？

石狩浜海浜植物保護センター
いしかり砂丘の風資料館 Ishikari umibeology

●イソコモリグモ

●ハマナスとエゾオオマルハナバチ

●ネズミイルカ
●イソスミレ

●キタホウネンエビ

●石狩湾の蜃気楼 ●海岸林の融雪プール

●アカダマスッポンダケ

申込

ウミベオロジー

 ※本講座は「 いしかり砂丘の風資料館  特別講座 」「 石狩浜海浜植物保護センター  海辺の自然塾／特別編 」も兼ねたものです。

　石狩川が石狩湾に注ぎ、海岸線の総延長74kmに
も及ぶ海辺の街、石狩。
　ここには他の地域では見られない独特な自然
ー海浜植物や水生動物、海や川で発生する現象ー
があります。
　そのため、多くの道内の研究者や学芸員が、石狩
をフィールドとした調査・研究を進めています。　
　そんな人たちの集まり、北海道自然史研究会の
大会を今年は石狩で開催！

　石狩の海辺の自然や北海道の自然史について、
最新の研究成果・活動事例の発表が行われます。

　今大会の特集は「石狩海辺学」。 石狩市と研究会
の共催として、市民の皆さんにも公開します。
　海辺の街・石狩の自然や北海道の自然史の
最前線を、研究者が分かりやすい言葉で
語ります！

20分間の発表を13件予定してます！！




